
■早稲田大学ふくしま広野未来創造リサーチセンター＋福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校 

シンポジウム 「福島復興と国際教育研究拠点に関する地域対話」 ご案内  

 早稲田大学ふくしま広野未来創造リサーチセンター/国際芸術・学術拠点構想研究会（A&S 研究会）と福島

県立ふたば未来学園は、シンポジウム「福島復興と国際教育研究拠点に関する地域対話」を、2021 年 7 月 4 日

（日）、ふたば未来学園・未来シアター会場と Zoom ウェビナーとを併用したハイブリッド方式で開催します。 

■ 本シンポジウムの目的 

 東日本大震災・福島原発事故から 10 年が経ち、国は福島復興を加速するため、福島県浜通り地域に福島イ

ノベーション・コースト構想を推進する国際教育研究拠点の新設を構想しています。   

早稲田大学は、2020 年 4 月に A&S 研究会を設置し、福島原発事故の教訓を踏まえた科学技術と文化芸術の

新しいあり方を調査研究しています。A&S 研究会は 2020 年 8 月に『中間報告』をまとめ、原子力災害の記録・

知識・記憶や学際的研究教育を重視した「知の新拠点」を創設することが、「復興と廃炉の両立」と COVID-19

パンデミックを踏まえた日本や世界の持続可能な社会の形成にとって重要であると提案しました。 

『中間報告』を踏まえ、早稲田大学は、復興知事業に取り組む東京大学、近畿大学、東日本国際大学、福島

工業高等専門学校と共に 5 大学協働事業を形成し、「福島復興に必要な国際教育研究拠点とは何か？」をテー

マとする連続シンポジウムを開催しました（第 1 回：2020 年 8 月 9 日、第 2 回：10 月 31 日）。また、A&S 研

究会主催として 12 月 22 日に第 3 回シンポジウムを開催し、科学技術系と人文社会系の多様な専門家、地域社

会、復興庁、福島県の関係者と共に、福島復興と国際教育研究拠点について議論をしてきました。 

こうした一連の議論などが反映され、2020 年 12 月 18 日に国の復興推進会議で決定された国際教育研究拠

点に関する『政府成案』では、新拠点の第 5 研究分野として「原子力災害に関するデータや知見の集積・発信」

が設定され、原子力災害に関する科学技術研究と社会科学研究が位置づけられました。 

しかし、国際教育研究拠点に関する地域社会との対話はまだ充分ではありません。本シンポジウムは、早稲

田大学とふたば未来学園とが協働し、福島県浜通り地域社会の皆さんと国、福島県などの関係者との地域対話

の「場」を形成し、地域社会と国際教育研究拠点との福島復興に向けた協働の可能性を議論します。 

■ 開催概要 

・日  時： 2021 年 7 月 4 日（日）13：00～17：00 

・方  法： ふたば未来学園・未来シアター会場と Zoomウェビナーとの併用によるハイブリッド方式 

・申  込： Zoom ウェビナー参加の方は、以下のサイトより申込みください。 

        https://zoom.us/webinar/register/WN_TCR_XhZfS3GEp1UdizOd7Q  

・問合せ先： 早稲田大学レジリエンス研究所（WRRI） e-mail: jyuten-fukkou＠list.waseda.jp（会場参加申込） 

・主    催： 早稲田大学ふくしま広野未来創造リサーチセンター/国際芸術・学術拠点構想研究会（A&S 研究 

会）、福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校 

・後   援： 福島イノベーション・コースト構想推進機構、早稲田大学アジア太平洋研究センター 

■ プログラム 

総合司会：永井祐二（A&S 研究会、早稲田大学環境総合研究センター研究院准教授） 

開会挨拶：柳沼英樹（ふたば未来学園中学校・高等学校 校長） 

黒田一雄（早稲田大学大学院アジア太平洋研究科長・教授） 

【報告 １】 松岡俊二（A&S 研究会代表、早稲田大学教授）「福島『復興知』と国際教育研究拠点を考える」 

【報告 ２】 江口哲郎（復興庁参事官）「国際教育研究拠点（政府成案）の具体化について」 

【報告 ３】 橘 清司（福島県企画調整部長）「国際教育研究拠点に対する福島県の期待」 

【報告 ４】 ふたば未来学園から：猪狩大樹・渡邊 快（高 3）、渡邉光季（高 2）、林 裕文（教諭） 

【報告 ５】 広野町から：遠藤 智（福島県広野町 町長） 

【パネル・ディスカッション】 

モデレーター： 秋光信佳（A&S 研究会副代表、東京大学アイソトープ総合センター教授） 

パネリスト:  

江口哲郎（復興庁参事官） 

遠藤秀文（株式会社ふたば社長、福島県富岡町） 

洪 恒夫（A&S 研究会、東京大学博物館特任教授） 

南郷市兵（A&S 研究会、ふたば未来学園副校長） 

阪本真由美（A&S 研究会、兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科教授） 

佐藤亜紀（HAMADOORI 13 事務局、福島県大熊町） 

橘 清司（福島県企画調整部長） 

渡邊 快（ふたば未来学園・高校 3 年、福島県広野町） 

山形 遥（ふたば未来学園・中学 3 年、福島県広野町） 

https://zoom.us/webinar/register/WN_TCR_XhZfS3GEp1UdizOd7Q

